
　

本
作
は
、
渡
仏
中
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
三
人

の
仲
間
と
と
も
に
訪
れ
た
「
グ
リ
ュ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
」（
現

在
一
般
に
「
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
る
）
を

モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
地
は
現
在
、
ス

イ
ス
山
岳
観
光
の
一
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
キ
ュ
ビ
ス
ム

的
な
建
物
の
処
理
と
後
の
重
厚
な
色
彩
感
覚
を
予
感
さ
せ

る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
に
近
い
色
使
い
が
印
象
的
で
あ
る
。
な

お
、
作
品
の
裏
面
に
は
、「
佐
分
眞
遺
作
展　

昭
和
十
一
年

九
月
廿
三
日　

西
村
義
一
氏　

佐
分
氏
ハ
□
年
春
変
死
ス

　

瑞
西
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
ス
ケ
ツ
チ　

余
モ
昭
和
三
年

春
同
地
ニ
遊
ブ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

佐
分
は
、
名
古
屋
市
の
生
ま
れ
。
大
正
一
一
年
、
東
京

美
術
学
校
西
洋
画
科
を
卒
業
し
、
昭
和
二
年
か
ら
昭
和
七

年
に
か
け
て
渡
仏
。
昭
和
五
年
に
一
時
帰
国
、
こ
の
時
に

《
貧
し
き
キ
ャ
フ
ェ
の
一
隅
》
を
持
ち
帰
り
、
翌
年
の
第

十
二
回
帝
展
に
出
品
、
特
選
を
受
け
た
。

（
上
席
学
芸
員　

泰
井
良
）

Amaryllis
アマリリス
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佐
分
眞
（
さ
ぶ
り
ま
こ
と
）　

明
治
三
一
︱
昭
和
一
一（
一
八
九
八
︱
一
九
三
六
）年

《
雪
の
グ
リ
ュ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
》

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年

キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
、
油
彩

三
七
・
五
×
四
五
・
二
㎝
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本
館
創
立
三
十
周
年
と
徳
川
家
康
歿
後
四

百
年
と
を
記
念
し
て
催
し
た
「
徳
川
の
平
和

パ
ク
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
ー
ナ
」
展
が
無
事
終
了

し
て
、
企
画
者
と
し
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

二
〇
一
六
年
九
月
十
七
日
（
土
）
か
ら
十
一

月
三
日
（
木
）
ま
で
、
一
カ
月
半
の
会
期
中

に
二
万
七
千
人
ほ
ど
の
来
館
者
が
あ
っ
た
と

い
う
。
ひ
そ
か
に
期
待
し
て
い
た
三
万
人
に

及
ば
な
か
っ
た
の
は
ち
ょ
っ
と
残
念
だ
が
、

期
間
中
毎
週
週
末
に
催
し
た「
徳
川
の
平
和
」

論
の
講
演
、
鼎
談
、
対
談
計
九
回
と
い
う
か

な
り
重
厚
な
企
て
に
も
、
毎
回
講
堂
一
杯
の

聴
講
者
が
い
ら
っ
し
て
賑
わ
っ
た
。
ま
こ
と

に
う
れ
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
静
岡
県
内
外
か

ら
の
来
館
者
の
「
徳
川
文
明
」
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
、
そ
し
て
中
高
年
市
民
の
勉
強
好

き
の
姿
勢
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
講
演
者
の
方
々
も
好
機
到
来
と
ば
か
り

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
分
野
か
ら
、
何
枚

も
の
資
料
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
と
と
の
え

て
き
た
り
し
て
、
自
説
展
開
、
壇
上
壇
下
と

も
に
大
い
に
愉
し
ん
だ
。

　

静
岡
新
聞
は
じ
め
毎
日
新
聞
（
高
階
秀
爾

氏
）、
日
本
経
済
新
聞
（
宮
川
匡
司
氏
）
他
、

マ
ス
コ
ミ
も
わ
れ
ら
が
本
意
を
よ
く
理
解
し

て
報
道
し
批
評
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
館
長

と
し
て
は
三
年
ほ
ど
前
か
ら
の
静
岡
県
商
工

会
議
所
（
会
頭
・
は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
会
長
後

藤
康
雄
氏
）
と
徳
川
宗
家
十
八
代
御
当
主
徳

川
恒つ
ね

孝な
り

氏
を
中
核
と
す
る
「
徳
川
み
ら
い
学

会
」
の
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
御
支
援
と
激

励
に
も
、
こ
こ
で
熱
い
感
謝
の
念
を
捧
げ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
当
然
、
い
ま
も

東
西
比
較
文
明
史
の
学
者
で
あ
り
つ
づ
け
る

県
知
事
川
勝
平
太
氏
の
、
あ
の
に
こ
や
か
な

知
的
抱
擁
力
に
対
し
て
も
。

　

館
内
で
は
学
芸
課
の
新
人
野
田
麻
美
さ
ん

が
、
こ
の
展
覧
会
の
主
担
当
と
な
っ
て
東
奔

西
走
、
作
品
の
借
入
と
返
却
に
当
り
、
全
二

百
三
十
頁
の
部
厚
い
図
録
の
執
筆
と
編
集
を

ほ
と
ん
ど
一
人
で
引
き
受
け
た
。
そ
の
過
程

で
一
つ
問
題
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
狩
野
派
研

究
が
専
門
の
こ
の
才
媛
が
、
本
展
を
「
江
戸

絵
画
」
の
名
品
に
よ
る
「
美
の
祭
典
」
と
呼

ん
で
美
術
史
中
心
で
通
そ
う
と
す
る
の
に
対

し
、
館
長
た
る
私
は
こ
れ
を
も
っ
と
広
げ
て

美
術
作
品
を
視
覚
資
料
と
し
て
徳
川
日
本
の

「
平パ
ク
ス和

」
の
構
築
と
維
持
と
享
受
の
実
態
を

語
る
む
し
ろ
文
明
史
の
展
覧
会
と
し
た
か
っ

た
点
で
あ
る
。
こ
の
基
本
構
想
上
の
対
立
は

何
回
か
の
企
画
委
員
会
の
折
に
老
若
の
言
い

争
い
に
ま
で
な
っ
た
の
だ
。
野
田
学
芸
員
は

頬
を
染
め
口
を
と
が
ら
せ
た
こ
と
ま
で
あ

る
。
す
る
と
そ
こ
に
口
を
は
さ
ん
で
両
人
の

間
を
調
停
し
、
い
つ
の
ま
に
か
う
ま
く
本
筋

を
ま
と
め
て
く
れ
た
の
が
学
芸
部
長
の
泉
万

里
さ
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
緯
は
い
ま
に
な

っ
て
み
る
と
、
な
か
な
か
愉
快
で
、
老
館
長

の
い
い
思
い
出
で
も
あ
る
。
展
覧
会
初
日
に

二
階
展
示
室
の
入
口
に
立
っ
て
、
京
都
二
条

城
障
壁
画
の
あ
の
狩
野
探
幽（
ま
た
は
山
楽
）

の
《
松
図
》
の
威
容
を
目
の
あ
た
り
に
し
た

と
き
は
、
や
っ
ぱ
り
野
田
さ
ん
に
や
ら
れ
た

か
、
と
思
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
大
規
模
展
で
、
い
ま
だ
に
少
々
残
念

に
思
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
結
末
で
あ
る
。

会
場
の
最
後
の
展
示
作
品
が
徳
川
第
十
五
代

将
軍
慶
喜
に
よ
る
油
彩
の
小
品（
31
×
45
㎝
）

《
風
景
》
で
、
こ
れ
で
会
場
が
ぷ
っ
つ
り
と

細
々
と
閉
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
点
で
あ
る
。

あ
ま
り
に
あ
っ
け
な
い
。
館
長
と
し
て
は
こ

こ
に
最
後
に
「
徳
川
の
平
和
」
の
統
括
な
い

し
は
凱
旋
門
、
そ
し
て
そ
れ
を
継
承
し
た
明

治
日
本
の
新
出
発
を
示
す
巨
大
作
品
と
し

て
、
明
治
神
宮
外
苑
聖
徳
記
念
絵
画
館
所
蔵

の
山
口
蓬
春
作
《
岩
倉
大
使
欧
米
派
遣
》

（
3
×
2.7
ｍ
、
一
九
三
四
年
）
を
一
点
、
ぜ
ひ

飾
り
た
か
っ
た
。
徳
川
日
本
の
二
百
年
に
お

よ
ぶ
西
洋
研
究
の
蓄
積
と
旧
武
士
知
識
人
の

エ
リ
ー
ト
た
ち
が
こ
の
使
節
団
に
集
結
さ

れ
、
彼
ら
に
よ
っ
て
こ
そ
空
前
絶
後
の
近
代

西
洋
文
明
の
新
研
究
が
達
成
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
山
口
蓬
春
の
こ
の
美
し
い
大
作
な
ら

ば
、
十
分
に
あ
の
《
松
図
》
に
対
峙
し
え
た

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
絵
の
話
は
ま
た
別

な
折
に
と
っ
て
お
こ
う
。

「
徳
川
の
平
和
」
展
へ
の
感
謝
と
反
省

館
長
　
芳
賀　

徹

渡辺崋山《一掃百態図》より「席画会」　田原市博物館蔵
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写真 １ 　佐伯祐三《ラ・クロッシュ》（当館蔵）

写真 ２ 　与謝蕪村《若竹図》　
愛知県美術館　木村定三コレクション

金
原
宏
行

当
館
研
究
活
動
評
価
委
員
　
豊
橋
市
美
術
博
物
館
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

「
東
西
の
絶
景
」
展
と
「
徳
川
の
平
和
」
展

ふ
た
つ
の
三
十
周
年
記
念
展
を
振
り
返
っ
て

永
5
年
）
の
書
を
添
え
、詩
書
画
一
体
の
「
俳

諧
も
の
の
草
画
」が
淡
彩
な
が
ら
艶
や
か
だ
。

　

司
馬
江
漢
は
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
洋
風
画

《
異
国
風
景
人
物
図
》
な
ど
の
他
、
銅
版
画

の
《
獅
子
の
い
る
風
景
図
》
が
あ
り
、
自
作

の
《
広
尾
親
父
茶
屋
図
》
を
も
と
に
ヨ
ン
ス

ト
ン
『
動
物
図
譜
』
の
「
獅
子
図
」
を
組
み

合
わ
せ
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
日
本
の
風
景

を
描
く
た
め
に
模
索
し
て
い
る
。

　

幕
末
の
谷
文
晁
、
渡
辺
崋
山
や
椿
椿
山
な

ど
、
こ
の
地
域
で
人
気
の
高
い
南
画
（
文
人

画
）
は
、
作
品
を
し
て
自
ら
の
文
人
精
神
が

盛
り
込
ま
れ
、
伝
来
し
た
南
宗
画
に
負
け
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
よ
う
。

　

通
観
し
て
み
る
と
、
御
用
絵
師
の
典
雅
な

作
品
、
風
俗
画
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
南
画
、
進

取
の
気
に
富
ん
だ
洋
風
画
家
の
作
品
、
都
市

図
や
植
物
図
譜
、
稿
本
（
下
図
）
な
ど
幅
広

い
作
品
に
は
見
る
楽
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
お

り
、
県
民
の
渇
望
を
癒
し
た
。
こ
れ
ら
の
記

念
展
は
、
後
々
ま
で
深
い
印
象
を
残
す
も
の

と
し
て
広
く
記
憶
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ふ
た
つ
の
三
十
周
年
記
念
展
が
多
く
の
観

客
も
動
員
し
、
と
も
に
成
功
裏
に
終
わ
っ
た

こ
と
は
喜
ば
し
い
。

　

開
館
三
十
周
年
記
念
展
「
東
西
の
絶
景
」

は
、
長
年
か
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
県
立
美

術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
質
量
と
も
に
充
実

し
て
き
た
こ
と
を
知
ら
し
め
、
十
七
世
紀
以

降
の
東
西
の
山
水
・
風
景
画
が
新
し
い
観
点

か
ら
鑑
賞
で
き
る
五
つ
の
章
立
て
が
新
鮮
で

あ
っ
た
。

　

会
場
で
は
第
二
章
の「
日
本
人
の
油
彩
画
」

が
興
味
深
く
、
性
急
に
近
代
化
が
計
ら
れ
た

日
本
洋
画
の
受
容
と
独
自
の
展
開
の
な
か
で

は
、
生
前
報
い
ら
れ
な
か
っ
た
画
家
た
ち
の

作
品
が
目
立
っ
た
。
佐
伯
祐
三
の
《
ラ
・
ク

ロ
ッ
シ
ュ
》（
写
真
1
）
は
そ
の
一
つ
で
、

最
初
の
渡
仏
で
自
作
を
ヴ
ラ
マ
ン
ク
に
「
こ

の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
」と
指
弾
さ
れ
た
も
の
の
、

再
渡
仏
し
、
彼
の
「
純
粋
さ
」、
混
じ
り
け

な
い
個
性
が
、
時
を
超
え
て
人
々
を
感
動
に

誘
う
。
自
己
の
内
面
と
表
現
方
法
と
を
直
結

し
た
画
面
に
は
激
し
い
葛
藤
が
見
え
、「
模

倣
な
く
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
な
く
、
け
れ
ん
み

な
く
、
ま
や
か
し
が
な
い
」（
山
本
發
次
郎

の
こ
と
ば
）
佐
伯
が
病
身
で
描
い
た
二
十
九

才
の
作
品
で
あ
る
。

　

紆
余
曲
折
の
多
い
日
本
の
油
絵
は
、
歴
史

の
試
練
に
耐
え
う
る
も
の
が
少
な
い
。
そ
の

移
植
過
程
か
ら
何
か
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ

た
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
西
洋
の
影
響
が
大

き
く
、
上
す
べ
り
す
る
仕
事
が
多
く
、
ま
さ

に
「
近
代
日
本
洋
画
史
は
慟
哭
の
歴
史
」（
匠

秀
夫
の
こ
と
ば
）
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
「
徳
川
の
平
和
」
展
（
パ
ク
ス
・
ト
ク
ガ

ワ
ー
ナ
）
は
、
狩
野
派
に
始
ま
り
、
最
後
の

将
軍
徳
川
慶
喜
の
小
さ
な
風
景
で
終
わ
る
。

二
百
五
十
年
の
間
に
花
咲
い
た
代
表
作
か
ら

天
下
泰
平
を
享
受
し
た
人
々
の
息
づ
か
い
、

狂
騒
と
静
寂
が
あ
り
変
化
に
富
む
。
こ
の
よ

う
に
祝
祭
的
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
た
作
品
群

に
は
歴
史
的
主
題
や
文
学
性
な
ど
奥
行
や
広

が
り
も
あ
る
。
だ
か
ら
絵
を
見
る
こ
と
は
、

自
ら
の
想
像
の
翼
を
拡
げ
る
こ
と
に
も
な
ろ

う
。

　

劈
頭
の
狩
野
探
幽
作
《
松
に
孔
雀
図
壁
貼

付
》（
重
要
文
化
財
）
に
豪
華
絢
爛
た
る
力

強
さ
を
見
て
、
江
戸
中
期
の
与
謝
蕪
村
《
若

竹
図
》（
写
真
2
）
で
は
竹
林
に
「
若
竹
や

　

は
し
も
と
の
遊
女　

あ
り
や
な
し
」（
安
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「蜷川実花展」
平成29年 2 月 1 日（水）～ 3 月26日（日）

E X H I B I T I O N

　

現
代
日
本
を
代
表
す
る
写
真
家
で
、映
画
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
は
じ
め
と
す
る
映

像
表
現
の
ほ
か
、
近
年
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ

ラ
ン
ド
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
新
幹
線

の
外
装
を
手
が
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

す
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
そ
の
活
動
の
幅
を
広

げ
る
蜷
川
実
花
は
、
若
い
女
性
を
中
心
に
幅

広
い
年
代
層
よ
り
、
日
本
国
内
外
で
熱
い
支

持
を
受
け
て
い
ま
す
。
二
〇
一
四
年
に
は
、

芸
術
文
化
に
お
け
る
幅
広
い
見
識
か
ら
二
〇

二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
理
事
に
就
任

し
、
芸
術
文
化
の
最
前
線
で
そ
の
感
性
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
二

〇
一
五
年
に
活
動
二
十
周
年
を
迎
え
、
新
た

な
領
域
に
切
り
込
む
、

蜷
川
実
花
の
写
真
表
現

の
現
在
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

蜷
川
は
、
多
摩
美
術

大
学
美
術
学
部
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
学
科

在
籍
中
の
一
九
九
六
年

に
、
若
手
写
真
家
の
登

竜
門
と
い
わ
れ
る
リ
ク

る
第
二
十
六
回
「
木
村
伊
兵
衛
写
真
賞
」
を
、

H
IRO

M
IX

や
長
島
有
里
枝
と
と
も
に
受
賞

し
、
写
真
家
と
し
て
の
評
価
を
確
た
る
も
の

と
し
ま
し
た
。

　
「
女
の
子
写
真
」
ブ
ー
ム
を
通
過
し
て
か

ら
の
蜷
川
は
、
表
現
の
個
性
を
際
立
た
せ
な

が
ら
現
代
ア
ー
ト
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
活

動
領
域
を
広
め
て
い
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
四

年
よ
り
、
村
上
隆
や
奈
良
美
智
が
当
時
所
属

す
る
小
山
登
美
夫
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
個
展
を
開

催
、
二
〇
〇
六
年
に
は
、V

O
CA

展
で
大

原
美
術
館
賞
を
受
賞
し
、「
蜷
川
カ
ラ
ー
」

と
も
呼
ば
れ
る
極
彩
色
の
鮮
烈
な
写
真
イ
メ

ー
ジ
は
、
現
代
ア
ー
ト
と
し
て
も
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
こ
の
蜷
川
実
花
の
代
名
詞
と

も
言
え
る
極
彩
色
の
花
の
写
真
は
も
と
よ

り
、
背
景
の
セ
ッ
ト
や
衣
装
、
小
道
具
に
い

た
る
ま
で
、
蜷
川
が
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
撮

影
し
た
著
名
人
ら
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
、
あ
る

い
は
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
コ
ス
プ
レ
イ

ヤ
ー
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
バ
ン
ド
な
ど
、
東

京
の
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
シ
ー
ン
を
ま
と

め
た
「T

O
K

Y
O

 IN
N

O
CEN

CE

」
シ
リ

ー
ズ
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
加
え
て
、
華

や
か
な
色
彩
の
蜷
川
作
品
に
潜
む
闇
を
表
現

し
た
「noir

」、
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日

本
大
震
災
を
受
け
て
、
震
災
直
後
に
、
生
を

謳
歌
す
る
か
の
よ
う
に
咲
き
誇
る
桜
を
蜷
川

が
憑
か
れ
た
よ
う
に
撮
影
し
た
「
桜
」、
花

火
や
野
外
フ
ェ
ス
の
視
覚
的
鮮
や
か
さ
と
、

刹
那
的
な
美
を
留
め
た
最
新
作
「Light of

」

ま
で
八
シ
リ
ー
ズ
、
約
四
八
〇
点
を
ご
紹
介

し
、
現
在
の
蜷
川
実
花
の
全
体
像
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。（

上
席
学
芸
員　

川
谷
承
子
）

ル
ー
ト
社
主
催
の
第
七
回
「
ひ
と
つ
ぼ
展
」

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
、
同
年
、
キ
ヤ
ノ
ン

が
主
催
す
る
第
九
回
「
写
真
新
世
紀
」
で
優

秀
賞
を
同
時
受
賞
し
、
写
真
界
で
そ
の
名
を

広
く
知
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
九

〇
年
代
半
ば
、「
女
の
子
写
真
」あ
る
い
は「
ガ

ー
リ
ー
・
フ
ォ
ト
」
と
も
呼
ば
れ
、
若
い
女

性
達
が
小
型
化
し
た
カ
メ
ラ
を
手
に
、「
半

径
5
メ
ー
ト
ル
以
内
」
の
日
常
を
捉
え
た
写

真
や
、
セ
ル
フ
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
や
セ
ル
フ
ヌ

ー
ド
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
を
撮
る
行
為
が

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
り
、
一
部
の
若
手
女
性

写
真
家
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
頻
繁
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
、
一
種
の
社
会
現
象
が
お
こ
り
ま

し
た
。（
飯
沢
耕
太
郎
『「
女
の
子
写
真
」
の

時
代
』、
二
〇
一
〇
年
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）。
蜷

川
は
、
そ
の
動
向
の
中
心
に
身
を
置
き
、
二

〇
〇
一
年
に
、
写
真
界
の
芥
川
賞
と
呼
ば
れ
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図 ２ 　児島善三郎《箱根》　昭和１２年頃　キャンヴァス、油彩

図 １ 　チャールズ・ワーグマン《富士遠望図》　１876年以降　キャンヴァス、油彩

山の風景
富士山、箱根からスイスの山まで

平成29年 2 月 1 日（水）～ 4 月 2 日（日）

E X H I B I T I O N

　

日
本
は
山
と
海
に
囲
ま
れ
た
独
特
の
地
形

を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
身
近
に
あ
る

山
々
に
登
ら
れ
た
経
験
が
一
度
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
登
山
が
本
格
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、明
治
以
降
、

つ
ま
り
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
山
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と

し
た
近
代
洋
画
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
山

と
い
え
ば
、
日
本
人
な
ら
誰
も
が
見
知
っ
て

い
る
「
富
士
山
」。
古
来
、
多
く
の
絵
師
・

画
家
た
ち
が
「
富
士
山
」
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と

し
た
作
品
を
制
作
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
明

治
に
な
る
と
、
外
国
人
も
そ
の
魅
力
に
魅
せ

ら
れ
、雄
姿
を
描
き
ま
し
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ワ
ー
グ
マ
ン
《
富
士
遠
望
図
》（
図
1
）
は
、

湾
曲
す
る
海
岸
線
か
ら
江
ノ
島
越
し
に
富
士

山
を
遠
望
し
た
作
品
で
、
和
服
姿
の
人
た
ち

が
点
景
と
し
て
配
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
風

俗
が
偲
ば
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
外
国
人
に
強

い
刺
激
を
受
け
、
多
く
の
日
本
人
画
家
た
ち

が
富
士
山
や
「
山
の
風
景
」
を
描
き
ま
し
た
。

箱
根
や
浅
間
山
、
天
の
香
具
山
、
毛
無
連
峯

な
ど
、
画
家
た
ち
の
独
自
の
作
風
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

児
島
善
三
郎
《
箱
根
》（
図
2
）
は
、
晩

秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
箱
根
峠
よ
り
望
む

芦
ノ
湖
の
景
色
を
描
い
た
も
の
で
す
。
画
家

自
身
が
「
晴
れ
て
見
た
ら
、
そ
れ
程
で
も
な

か
っ
た
が
、
や
は
り
大
き
な
山
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
の
で
、
相
当
誇
張
し
て
描
い
た
」

と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
箱
根
の
山
は
、
一

際
躍
動
感
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
樹
木
な

ど
の
細
部
は
大
胆
に
省
略
さ
れ
、
統
一
的
な

リ
ズ
ム
と
装
飾
性
を
帯
び
て
い
ま
す
。

　

青
木
達
弥
《
薄
》
は
、
前
景
に
群
生
す
る

薄
を
油
彩
特
有
の
重
ね
塗
り
し
た
マ
テ
ィ
エ

ー
ル
（
絵
肌
）
で
描
き
、
遠
景
に
は
や
や
平

面
的
に
描
か
れ
た
浅
間
山
が
そ
び
え
て
い
ま

す
。
ま
た
石
川
欽
一
郎
《
神
域
よ
り
天
の
香

具
山
を
望
む
》
は
、
前
景
に
黄
色
い
広
々
と

し
た
湿
地
帯
が
広
が
り
、
朦
朧
と
し
た
空
気

の
な
か
に
天
の
香
具
山
が
佇
ん
で
い
ま
す
。

古
来
、
山
の
持
つ
神
性
を
石
川
が
台
湾
で
深

化
さ
せ
た
水
彩
で
描
き
出
し
ま
し
た
。

　

曽
宮
一
念
《
毛
無
連
峯
》
は
、
静
岡
県
と

山
梨
県
の
県
境
に
位
置
す
る
天
子
山
地
の
最

高
峰
・
毛
無
山
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
い
ま

す
。
曽
宮
は
、
自
ら
絶
筆
と
す
る
こ
の
作
品

を
描
い
た
後
、
同
じ
モ
テ
ィ
ー
フ
の
《
失
題

　

毛
無
山
》を
描
い
て
い
ま
す
。
失
明
後
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
記
憶
」
を
頼
り
に
描
か
れ
た

と
考
え
ら
れ
、
曽
宮
の
絵
画
制
作
に
対
す
る

強
い
信
念
が
窺
え
ま
す
。
ア
ト
リ
エ
か
ら
見

え
る
こ
の
山
を
好
ん
で
描
い
て
お
り
、
毛
無

山
は
、
曽
宮
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
画
家
た
ち
は
、
現
地
に
足

を
運
び
、
ま
た
あ
る
者
は
実
際
に
そ
の
山
に

登
り
、
山
を
制
覇
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
現

場
で
し
か
得
ら
れ
な
い
リ
ア
ル
な
体
験
を
も

と
に
、「
山
の
風
景
」
を
描
い
た
た
め
、「
山

の
風
景
」
は
、
画
家
た
ち
の
独
自
の
作
風
や

表
現
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示

で
は
、
こ
う
し
た
「
山
の
風
景
」
の
魅
力
の

一
端
に
ふ
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
上
席
学
芸
員　

泰
井
良
）
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江
戸
時
代
後
期
の
遠
州
（
現
在
の
静
岡
県
大
井
川

以
西
）
で
は
、
江
戸
の
谷
文
晁
や
渡
辺
崋
山
ら
の
影

響
の
下
、
南
画
が
盛
ん
に
描
か
れ
、
こ
れ
ら
に
親
し

む
風
土
が
育
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
遠
州
南
画
壇
の
中

で
も
、特
に
重
要
な
画
家
と
し
て
磐
田
郡
見
附
宿（
現

在
の
磐
田
市
見
付
）出
身
の
福
田
半
香（
文
化
元〔
一

八
〇
四
〕
年
―
元
治
元
〔
一
八
六
四
〕
年
）
や
榛
原

郡
青
池
村
（
現
在
の
牧
之
原
市
の
一
部
）
出
身
の
平

井
顕
斎
（
享
和
二
〔
一
八
〇
二
〕
年
―
安
政
三
〔
一

八
五
六
〕
年
）
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
び
、
個
人
の
方
よ
り
平
井
顕
斎
の
作
品
五

件
を
当
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
が
静
岡
に
ゆ
か
り
あ
る
作
品
の
収
集
・
展
示

を
継
続
し
て
い
る
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
わ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
県
民
の
新
た
な
財
産
と
な
っ
た
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
う
ち
、

顕
斎
の
代
表
作
の
一
つ
と
目
さ
れ
る
《
耕
織
図
》
二

幅
対
（
図
①
）
を
紹
介
し
た
い
。

　

初
め
に
平
井
顕
斎
の
生
涯
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て

み
よ
う
。
顕
斎
は
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
、
榛
原

郡
青
池
村
谷
之
口
の
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
た
。
幼
名

は
元
治
郎
、
名
は
忱
、
字
は
欽
夫
と
言
い
、
号
に
は

顕
斎
、
三
谷
を
用
い
た
。
幼
い
こ
ろ
よ
り
画
才
を
発

揮
し
、
十
二
歳
に
し
て
、
掛
川
藩
の
御
用
絵
師
・
村

松
以
弘
に
入
門
。
江
戸
に
は
三
度
出
て
お
り
、
谷
文

晁
と
渡
辺
崋
山
に
師
事
し
て
い
る
。
崋
山
没
後
は
郷

里
を
中
心
に
活
躍
し
た
。

　

顕
斎
の
作
品
は
、
そ
の
題
材
に
お
い
て
多
様
性
に

富
み
、
師
の
崋
山
も
そ
の
画
域
の
広
さ
を
評
価
し
て

い
る
。
山
水
画
を
中
心
に
、
花
鳥
画
、
故
事
人
物
画
、

仏
画
も
手
が
け
、
ま
た
数
は
少
な
い
も
の
の
楠
正
成

や
日
本
武
尊
な
ど
を
題
材
と
し
た
大
和
絵
系
の
作
品

も
残
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
地
元
・
牧
之
原
市
を
中
心
に
伝
え
ら
れ
、

近
代
以
降
も
収
集
・
愛
好
の
対
象
と
な
り
、当
館
を
含

む
県
内
の
美
術
館
・
博
物
館
で
も
紹
介
さ
れ
て
き
た
。

れ
を
手
本
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。一
方
で
、

右
幅《
耕
作
図
》に
つ
い
て
は
、そ
の
直
接
の
手
本
と

な
っ
た
崋
山
作
品
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。

昭
和
十
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
崋
山
の
作
品
集
『
錦
心

図
譜
』
に
は
、
現
在
一
幅
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る

《
月
下
鳴
機
図
》
の
対
と
し
て
《
耕
作
図
》（
図
③
）
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
耕
織
図
二
幅
対
と
し

て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。し
か
し
崋
山《
耕
作

図
》と
顕
斎《
耕
作
図
》と
は
全
く
異
な
っ
た
図
様
で

あ
り
、
構
図
や
モ
テ
ィ
ー
フ
の
対
応
関
係
は
認
め
ら

れ
な
い
。
顕
斎
《
耕
作
図
》
が
、
崋
山
画
の
手
本
を
丸

ご
と
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
先
行
作
品
を

参
照
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
参
考
文
献
五
）、

本
稿
で
は
改
め
て
こ
の
問
題
に
注
目
し
、《
耕
作
図
》

中
の
各
図
様
の
引
用
元
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に

顕
斎
画
の
特
質
に
つ
い
て
考
え
て
も
み
た
い
。

　

ま
ず
、顕
斎
《
織
機
図
》
と
崋
山
《
月
下
鳴
機
図
》

を
比
較
す
る
。
両
者
は
一
見
す
る
と
確
か
に
よ
く
似

て
い
る
が
、
顕
斎
《
織
機
図
》
は
、《
月
下
鳴
機
図
》

の
構
図
・
モ
テ
ィ
ー
フ
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
い
く

図①　平井顕斎《耕織図》
左幅《織機図》１5１.9×74.0 右幅《耕作図》１5１.3×74.２

図③渡辺崋山《耕作図》（『錦心図譜』よ
り転載）

図②渡辺崋山《月下鳴機図》静嘉堂文庫
美術館蔵　静嘉堂文庫美術館イメージア
ーカイブ/DNPartcom

平
ひら

井
い

顕
けん

斎
さい

《耕
こう

織
しょく

図
ず

》
主任学芸員　浦澤倫太郎

当
館
に
は
現
在
、最
晩
年
の
制
作
に
な
る
《
山
水
図
》

を
は
じ
め
四
件
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
顕
斎
の
画
業
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
点
の

一
つ
に
、
師
・
崋
山
に
倣
っ
た
作
品
を
多
数
手
が
け

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
崋
山
門
下
の
画
家
た

ち
は
、し
ば
し
ば
師
の
作
品
を
模
写
し
た
が
、顕
斎
の

場
合
、
そ
の
数
が
群
を
抜
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
崋

山
が
没
し
た
天
保
十
二（
一
八
四
一
）年
以
降
の
年
紀

を
持
つ
も
の
が
多
い
。
模
写
の
対
象
と
な
っ
た
作
品

は
《
千
山
万
水
図
》（
田
原
市
博
物
館
蔵
）
を
は
じ
め

と
し
た
崋
山
の
代
表
作
か
ら
、《
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
》

（
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
、

更
に《
鍾
馗
嫁
妹
図
》や《
林
和
靖
図
》な
ど
、
原
本
の

行
方
が
現
在
で
は
知
ら
れ
な
い
作
品
ま
で
多
岐
に
わ

た
り
、
師
風
を
熱
心
に
学
び
取
ろ
う
と
し
た
顕
斎
の

姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
崋
山
画
に
倣
っ
た

作
品
は
、
顕
斎
の
画
業
や
遠
州
地
域
に
お
け
る
南
画

の
展
開
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

本
稿
に
て
取
り
上
げ
る《
耕
織
図
》二
幅
対
も
崋
山

画
を
も
と
に
制
作
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
右

幅《
耕
作
図
》、左
幅《
織
機
図
》か
ら
な
り
、水
稲
耕
作

と
養
蚕
・
機
織
を
セ
ッ
ト
で
表
す
、

南
宋
以
来
描
か
れ
て
き
た
画
題
で
あ

る
。
左
右
幅
い
ず
れ
も
広
々
と
し
た

農
村
を
舞
台
に
、《
耕
作
図
》
で
は
初

夏
の
田
植
え
、《
織
機
図
》
で
は
秋
夜

の
機
織
り
を
中
心
と
し
た
人
々
の
営

み
を
、
俯
瞰
視
点
を
取
り
、
精
緻
な

筆
遣
い
と
落
ち
着
い
た
彩
色
で
描
写

す
る
。
左
幅
左
上
の
落
款
か
ら
、
弘

化
二
（
一
八
四
五
）
年
、
崋
山
没
後

の
制
作
に
な
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

こ
の
う
ち
、左
幅
《
織
機
図
》
は
、

渡
辺
崋
山《
月
下
鳴
機
図
》一
幅（
天

保
十
一
〔
一
八
四
一
〕
年
、
図
②
）
と

よ
く
似
た
構
図
で
あ
り
、
顕
斎
が
こ
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つ
か
の
改
変
を
加
え
て
い
る
。《
織
機
図
》
前
景
か
ら

見
て
い
く
と
、《
月
下
鳴
機
図
》
の
画
面
を
拡
張
す
る

か
の
よ
う
に
、
家
屋
の
左
側
に
岩
や
門
な
ど
、
新
た

な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
付
け
加
え
て
い
る
。
中
景
で
は
池

を
奥
行
き
方
向
に
引
き
伸
ば
し
、
対
岸
の
風
景
は
よ

り
遠
く
な
っ
て
い
る
。こ
れ
に
伴
い
、《
月
下
鳴
機
図
》

で
は
背
の
高
い
樹
木
の
背
後
に
あ
っ
た
帯
状
の
白
雲

は
、
画
面
上
方
へ
と
移
動
し
、
中
景
と
遠
景
を
明
瞭

に
分
節
す
る
よ
う
に
位
置
す
る
。
遠
景
の
山
岳
は
一

回
り
拡
大
し
、
こ
れ
に
よ
り
山
際
に
浮
か
ぶ
月
も
、

よ
り
左
方
へ
と
移
動
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
モ
テ

ィ
ー
フ
の
付
加
・
改
変
の
結
果
、
崋
山
《
月
下
鳴
機

図
》
に
比
し
て
、
顕
斎
《
織
機
図
》
は
よ
り
奥
行
き
感

が
強
調
さ
れ
た
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
本
図
に
お
い

て
顕
斎
は
師
の
作
品
を
範
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

他
の
崋
山
画
に
倣
っ
た
作
品
に
も
手
本
か
ら
の
改
変

け
で
な
く
、
崋
山
画
以
外
か
ら
の
図
様
の
部
分
的
引

用
も
確
認
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
《
耕
作
図
》
前
景
の
人
物
と
牛
の
一
群

が
、
崋
山
が
描
い
た
と
さ
れ
る
《
夏
耕
樹
雨
図
》
と

称
す
る
作
品
に
も
見
ら
れ
る
（
図
④
）。
ち
な
み
に

こ
れ
は
後
年
の
顕
斎
《
山
水
図
襖
》（
個
人
蔵
、
弘

化
四
［
一
八
四
七
］
年
）
と
い
う
大
画
面
作
品
に
も

登
場
し
て
お
り
、
顕
斎
に
よ
っ
て
粉
本
と
し
て
活
用

さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
中
景
に
描
か
れ
る
田
植
え
を
す
る
男
た
ち

は
、清
代
に
出
版
さ
れ
た
『
佩は
い

文ぶ
ん

斎さ
い

耕こ
う

織し
ょ
く

図ず

』
第
十
図

「
挿そ
う

秧お
う

」（
図
⑤
）、あ
ぜ
道
を
行
く
母
子
は
同
じ
く『
佩

文
斎
耕
織
図
』第
十
二
図「
二に

耘う
ん

」に
描
か
れ
る
図
に

類
似
す
る
。『
佩
文
斎
耕
織
図
』
は
康
熙
帝
が
宮
廷
画

家
焦し
ょ
う

秉へ
い

貞て
い

に
命
じ
、
耕
作
・
織
機
そ
れ
ぞ
れ
二
十
三

図
、計
四
十
六
図
を
描
か
せ
、御
製
の
七
言
詩
を
各
図

に
加
え
て
一
六
八
九（
康
熙
二
十
八
）年
に
刊
行
し
た

も
の
で
、朝
鮮
や
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
、与
謝
蕪
村
や

呉
春
も
粉
本
と
し
て
利
用
し
た
。そ
も
そ
も
崋
山《
月

い
。し
か
し
顕
斎《
耕
作
図
》に
お
け
る
部
分
的
引
用

は
、
先
行
作
品
か
ら
群
像
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
抜
き
出

し
て
画
面
各
所
に
配
置
す
る
の
に
対
し
、崋
山《
月
下

鳴
機
図
》で
は
、『
佩
文
斎
耕
織
図
』中
の
一
図
か
ら
抜

き
出
し
た
家
屋
の
中
に
、
別
図
か
ら
人
物
像
を
挿
入

す
る
な
ど
、よ
り
複
雑
な
操
作
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。こ
れ
は
、師
弟
に
よ
る
図
取

り
の
手
法
の
違
い
と
も
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
顕
斎
《
耕
作
図
》
は
、
何
ら

か
の
崋
山
画
に
直
接
依
拠
し
た
の
で
は
な
く
、
先
行

作
品
か
ら
各
モ
テ
ィ
ー
フ
を
引
用
し
、
そ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
、
全
体
の
構
図
を
組
み
立
て
た
と
い
う
仮

説
を
改
め
て
提
示
し
た
い
。
画
面
の
構
成
法
に
相
違

が
生
じ
た
要
因
は
定
か
で
は
な
い
が
、
何
ら
か
の
事

情
で
崋
山
の
耕
織
二
幅
対
の
う
ち
、
顕
斎
が
実
見
で

き
た
の
は
《
月
下
鳴
機
図
》
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
故
に
手
本
を
参
照
で
き

な
か
っ
た
《
耕
作
図
》
に
一
層
の
創
意
を
発
揮
す
る

余
地
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
左
幅
《
織
機
図
》

は
顕
斎
が
師
風
を
忠
実
に
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、

創
意
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
お

り
、
右
幅
《
耕
作
図
》
に
も
、
確
証
を
得
ら
れ
な
い

部
分
が
あ
る
が
、
更
な
る
試
行
錯
誤
の
可
能
性
を
う

か
が
う
こ
と
で
き
る
。
本
作
は
顕
斎
の
画
風
展
開
を

考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
貴
重
な

存
在
で
あ
る
。

参
考
文
献

一 　
『
渡
邉
崋
山
先
生
錦
心
図
譜
』
東
京
美
術
青
年
会　

昭

和
十
六
年

二 　
『
崋
山
の
弟
子　

半
香
・
顕
斎
・
茜
山
』
常
葉
美
術
館　

昭
和
五
十
五
年

三 　

上
野
憲
示
「
渡
辺
崋
山
の
芸
術
―
田
原
蟄
居
中
の
作
品

を
中
心
と
し
て
―
」『
古
美
術
』
七
十
号　

昭
和
五
十
九
年

四 　
『
平
井
顕
斎
展
』
静
岡
県
立
美
術
館　

平
成
三
年

五 　

飯
田
真
「
山
本
琴
谷
と
無
逸
図
」『
静
岡
県
立
美
術
館

紀
要
』
第
十
号　

平
成
四
年

六 　

冷
泉
為
人
／
河
野
通
明
／
岩
崎
竹
彦
／
並
木
誠
士
『
瑞

穂
の
国
・
日
本
―
四
季
耕
作
図
の
世
界
』　

平
成
九
年

　

第
二
次
大
戦
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
、
戦
火

の
中
で
次
々
に
破
壊
さ
れ
る
美
術
品
や
建
造

物
、
古
文
書
等
の
運
命
を
憂
い
、
こ
れ
を
何
と

か
残
そ
う
と
す
る
人
々
が
い
ま
し
た
。
彼
ら
は

軍
に
働
き
か
け
、
そ
の
一
員
と
し
て
最
前
線
に

赴
き
、
重
要
な
史
跡
を
砲
撃
か
ら
救
い
、
ナ
チ

ス
に
よ
っ
て
収
奪
さ
れ
た
美
術
品
を
奪
回
し
て

い
っ
た
の
で
し
た
。
私
達
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

の
《
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
聖
母
》
や
ヤ
ン
・
フ
ァ

ン
・
ア
イ
ク
の
《
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
》
を
鑑
賞

出
来
る
の
は
、
彼
ら
が
い
た
か
ら
な
の
で
す
。

今
日
、国
際
紛
争
時
の
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
、

指
標
作
り
が
進
め
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
敵
の

大
事
に
し
て
い
る
も
の
を
狙
っ
て
壊
そ
う
と
す

る
動
き
は
、
激
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
過
去
に
あ
っ
た
こ
う
い
う
活
動
を
、

心
に
留
め
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

（
当
館
上
席
学
芸
員　

新
田
建
史
）

本の窓

ロ
バ
ー
ト
・
Ｍ
・
エ
ド
ゼ
ル
著

高
儀 

進
訳

『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェロ・プ
ロ
ジ
ェク
ト
』

角
川
文
庫（
エ-

６-

１
、2
）、二
〇
一
五
年

（
初
版
白
水
社
、二
〇
一
〇
年
）上
下
二
巻

図⑤
左：『佩文斎耕織図』第十図「挿秧」 右：平井顕斎《耕織図》右幅《耕作図》（部分）

図④
左：渡辺崋山《夏耕樹雨図》（部分、『錦心図譜』より転載） 右：平井顕斎《耕織図》右幅《耕作図》（部分）

が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
、
顕
斎
が
師
風
の
発

展
を
模
索
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

次
に
右
幅《
耕
作
図
》

を
見
て
み
よ
う
。
直
接

手
本
と
な
っ
た
崋
山
画

が
確
認
で
き
な
い
本
図

に
つ
い
て
は
、
現
段
階

で
は
制
作
方
法
に
つ
い

て
最
終
的
な
結
論
を
出

す
こ
と
は
難
し
い
が
、

こ
こ
で
は
顕
斎
が
先
行

作
例
を
参
照
し
つ
つ

も
、《
織
機
図
》
以
上

に
創
意
を
発
揮
し
、
構

図
を
組
み
立
て
た
可
能

性
を
提
示
し
て
お
き
た

い
。
そ
れ
は
崋
山
画
だ

下
鳴
機
図
》
に
お
い

て
も
、
家
屋
や
人
物

な
ど
が
、
そ
の
中
の

複
数
の
図
か
ら
取
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
参

考
文
献
三
）。顕
斎
も

広
く
流
布
し
た
こ
の

版
本
か
ら
部
分
的
に

図
様
を
引
用
し
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

確
か
に
顕
斎
が
今

は
知
ら
れ
な
い
、
全

く
別
の
崋
山
画
を
模

写
し
て《
耕
作
図
》を

描
い
た
可
能
性
も
完

全
に
は
否
定
で
き
な
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美術館問わず語り

　

美
術
館
開
設
と
同
時
に
発
足
し
た
友
の
会
も
、

今
年
で
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
風
光
明
媚
、

気
候
温
暖
な
静
岡
県
で
は
あ
り
ま
す
が
、
文
化
芸

術
の
香
り
に
は
乏
し
い
憾
み
が
あ
り
ま
し
た
。
県

立
の
美
術
館
を
持
つ
こ
と
は
、
県
民
全
体
の
願
い

で
あ
り
、
喜
び
で
も
あ
り
ま
し
た
。
開
館
の
年
に

は
物
珍
し
さ
も
手
伝
っ
て
か
、
会
員
数
も
二
千
人

近
く
に
な
り
ま
し
た
が
、会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、

遠
方
の
人
は
足
遠
く
な
る
な
ど
で
、
現
在
は
約
五

百
人
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
美

術
が
好
き
な
熱
心
な
会
員
が
残
っ
て
い
る
と
い
う

印
象
で
す
。

　

年
会
費
を
払
っ
て
友
の
会
の
会
員
に
な
る
と
、

常
設
展
は
も
と
よ
り
、
企
画
展
の
観
覧
が
無
料
に

な
り
ま
す
が
、
特
別
会
員
に
な
る
と
、
企
画
展
の

開
会
式
に
招
待
さ
れ
、
高
価
な
図
録
が
無
料
で
貰

え
る
と
い
う
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
友
の
会
の
目
的
は
会
員
の
便
宜
を
図

る
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
三
回
の
会

報
の
発
行
を
始
め
、
国
内
外
の
美
術
館
巡
り
、
実

技
講
座
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
会
員
の
作
品
展

な
ど
を
企
画
し
て
美
術
に
触
れ
る
機
会
を
増
や

し
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
美
術
館
が
県
民

に
よ
り
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
国
内
外
の
美
術
館
巡
り
は
人

気
が
高
く
、
当
館
の
学
芸
員
が
同
行
を
し
て
下
さ

り
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
立
美
術
館
が
で
き
た
お
陰
で
、
地
方
に
居
て

も
優
れ
た
美
術
作
品
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ

と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
地
方
の
美
術
館
の

役
割
と
し
て
は
、
地
域
に
関
連
す
る
芸
術
家
の
育

成
や
支
援
を
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
若
手
芸
術

家
の
作
品
購
入
や
、
寄
贈
、
寄
託
作
品
の
受
け
入

れ
な
ど
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
注
い
で
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
東
静
岡
、
草
薙
周
辺
地

区
に
は
美
術
館
に
隣
接
し
て
大
学
や
図
書
館
、
舞

台
芸
術
劇
場
な
ど
が
あ
り
、
文
教
地
区
と
し
て
の

意
義
が
大
き
い
地
域
で
す
。
お
互
い
が
連
携
し
合

っ
て
、
静
岡
の
文
化
芸
術
の
発
信
地
と
し
て
更
な

る
充
実
、
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

友の会30周年記念旅行　海を渡って四国そして神戸　イサム・ノグチ庭園美術館前にて

教育普及「体感空間」イベント・スケジュール

わくわくアトリエ「一眼レフでパチリ！」
※事前申込制　対象：小学生以上
2月5日（日）
一眼レフカメラの使い方を習って撮影します。
カメラは当館で用意します。

実技講座「写真―デジネガ＆フォトグラム」
※事前申込制　対象：中学生以上
2月11日（土）・2月12日（日）
デジタル画像をアナログにプリントする「デジネガ」と、直接感
光紙に物体の形を焼き付ける「フォトグラム」を体験。

ちょこっと体験（シルクスクリーン）
3月1日（水）～3月5日（日）　
10：00～12：00 / 13：00～15：30
シルクスクリーンの技法を使って短時間の印刷体験。
作った作品はおみやげに。

ロダン館デッサン会　※事前申込制　対象：中学生以上
2月3日（金）・4日（土）　3月10日（金）・11日（土）
ロダン館で本物の作品をじっくりとデッサンできます。

ねんど開放日　対象：3歳以上（保護者と参加）
1月8日（日）・2月19日（日）・3月12日（日）
たくさんの粘土で自由に作れる親子参加のイベントです。

参加費や時間、申込方法等の詳細は当館ホームページの「教育普及・講座」
＞「実技室プログラム」でご確認下さい。

美
術
館
友
の
会
も
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た

県
立
美
術
館
友
の
会
会
長　

北
條　

博
厚

利 用 案 内
開館時間：10：00～17：30（展示室への入室は17：00まで）
休 館 日：毎週月曜日（月曜祝日の場合は開館、翌火曜日休館）

ア ク セ ス
◎ＪＲ「草薙駅」から静鉄バス「県立美術館行き」で約６分
◎静鉄「県立美術館前駅」から徒歩約15分またはバスで約３分
◎東名高速道路　静岡I.C、清水I.Cから約25分
◎新東名高速道路　新静岡I.Cから約25分

テレフォン・サービス：054－262－3737
ウェブサイト：http://www.spmoa.shizuoka.shizuoka.jp

無料託児サービス
毎週日曜日および祝日10：30～15：30
対象　6ヶ月～小学校就学前

※イベント等は都合により変更になる場合があります。

〒422－8002　静岡市駿河区谷田53－2
総務課／Tel 054－263－5755　Fax 054－263－5767
学芸課／Tel 054－263－5857　Fax 054－263－5742
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